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　スリランカ（セイロン）は紅茶の産地として有名で、人 は々起きてすぐ、
10時、お昼ご飯の後、3時、夕食の前後と多い人は1日5回ぐらい、砂糖
のたっぷり入ったミルクティーを飲みます。まさに紅茶はスリランカ人の
生活の一部となっています。本講座では紅茶を通してみるスリランカの
生活についてお話しします。

　ペルーを代表する飲み物がインカコーラとピスコ。黄色くてトロピカル・
フルーツの味がするインカコーラは、コカコーラやペプシコーラよりも人
気があり、ペルー国民の味といわれる炭酸飲料です。一方、ブドウの蒸
留酒であるピスコは、ペルーが新大陸におけるワインの主要生産地だ
った17世紀に生産が始まった歴史のある飲み物です。これらペルー独
特の飲み物とそれにまつわる産業の話などを紹介します。

　イラン人は無類の紅茶好き。どの職場にもお茶くみのおじさんがいて、
大きなサモワールにお茶を沸かしています。どろりとしたトルコ・コーヒー
も好まれますが、これは飲むというより別の目的が…。イラン人の憩い
の場に欠かせない様々な飲み物を紹介します。

アジア経済研究所図書館主催 　　2005年度途上国理解市民フォーラム

もっと知ってほしい途上国もっと知ってほしい途上国
－研究者が語るくらしとたべもの－

　現地経験豊富なアジ研研究者が、開発途上国の人々の生活を身近に感じていただけるよう
にわかりやすく講演いたします。参加費は無料です。皆様お気軽にご参加ください。

★お申込み方法
　参加ご希望の方は、①「途上国理解市民フォーラム」参加希望回（複数可）、②氏名、③連絡
　先（住所、TEL、FAX）を下記宛にご連絡ください。定員：各回40名
　アジア経済研究所図書館　資料サービス課
　TEL：043－299－9716／FAX：043－299－9734／Email：LID@ide.go.jp

10月27日（木）
14：00～15：30

荒井　悦代
地域研究センター
南アジア研究グループ　研究員

11月10日（木）
14：00～15：30

清水　達也
地域研究センター
ラテンアメリカ研究グループ　研究員

12月1日（木）
14：00～15：30

岩�　葉子
地域研究センター
中東研究グループ　研究員

第2回

第3回

第4回

スリランカの紅茶

ペルーの飲み物
インカコーラと
ピスコ

イランの飲み物
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